
お申込みは
こちらから ➡

セミナー開催概要

リアルな最新事例で学ぶ！

強い経営・次の一手
～知って得する知財マネジメント～

参加費
無料

類似品が
出回っている⁉

セミナーに参加して一緒に考えてみませんか？

こんな時あなたの会社ならどうする？

新商品を
どう販売するか… 事業に知財活動を連動…

どうやって？？

VUCA(Volatility = 変動性、Uncertainty = 不確実性、Complexity= 複雑性、Ambiguity＝曖昧性) 
の時代、 事業環境の変化はそのスピードを増し、とりわけ、中小企業・ベンチャーにとっては競争力の
強化、事業の継続性担保のために戦略的な経営が求められています。

こうした中、独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT）では、企業の事業戦略の立案と知財マ
ネジメントについて実践的な理解を深めるために、中小企業やスタートアップの事例から自社に活用で
きるアイデアや指針を学ぶことができるケーススタディ研修教材を制作しました。

本セミナーは、このケーススタディ教材を用いたグループワークを通じて、企業に起こり得るビジネ
ス課題の対策や解決方法について、互いの知見を共有しながら、自分の会社ならどうするか参加者全員
が一緒に考えていく場として開催いたします。どうぞ奮ってご参加ください。

セミナーに関するお問い合わせ

知財マネジメントセミナー運営事務局
（受託事業者：一般社団法人発明推進協会）
TEL：03-3502-5424
E-mail：info@ipms-seminar.inpit.go.jp

主催：独立行政法人工業所有権情報・研修館

共催：中国経済産業局、日本弁理士会中国会、鳥取商工会議所

協力：一般社団法人鳥取県発明協会

日時：2023年11月１日(水) 13:30～15:30

会場：鳥取商工会議所５階 大会議室
（鳥取県鳥取市本町3-201）

講師：舘 佳耶（やかた かや）氏

クレッシェンド特許総合事務所 弁理士



知財マネジメント人材育成教材とは

実在する企業の新しい知的財産権（広義の知財含む）に係る戦略的な取組みを収集し、リアルな事
例を基に制作したストーリー17ケースで構成するケーススタディ集、ケーススタディ集のストーリー
の重要なポイントを解説する研修テキスト、これらケーススタディ集、研修テキストを利活用するた
めの研修企画者や講師向けの教材参考書となるティーチングノートで構成されており、企業内研修や
支援機関等によるセミナーの効果的な運営にご活用いただける教材です。

本教材は、INPITのホームページからダウンロード可能です。

教材活用のサポートも充実

知財マネジメントセミナー運営事務局では、
本教材を活用したセミナー開催企画のご相談等
に対応しています。

お気軽にお問い合わせください。

高評価の教材をリバイス、最新事例を追加

2016年にリリース以来、20カ所以上の機関
に活用され、500名を超える受講者の9割から、
理解しやすい教材と高い評価を受けています。

2022年に新たな事例を追加し、内容を更新
した最新版を公開しています。

＜過去の受講者の声＞
• 自社に置き換えてもあり得るケースで非常に参考になった
• 事例を読み考え、その上でグループ討議する相互学習のシステムがとてもよかった
• 自分の考え方と他の方の意見を比べることができたので理解が深まった

検索INPIT ケース教材

セミナープログラム（予定）

講師紹介

氏名・所属 舘 佳耶 氏 クレッシェンド特許総合事務所 弁理士

略歴等 【略 歴】京都大学大学院 理学研究科 博士後期課程修了。博士（理学）。
2010年 旭化成（株）に入社し、研究開発に従事。
2015年 森特許事務所（岡山県倉敷市）入所。
2018年 クレッシェンド特許総合事務所の設立とともに入所。
2019年 弁理士試験合格、2020年弁理士登録。
専門分野は、化学、機械、生物。

【講師歴】2023年度～ 山口大学大学院非常勤講師（知財MOT特論）他

本セミナーは、グループディスカッションによるケーススタディを中心に進行します。

13:30～ オリエンテーション

13:40～ ケーススタディ１『3-1 持続的成長のための価値創造』
長年、調味料を作り続けてきた工場が台風により浸水。再建のための会合で経営デザイ

ンシートを活用。ブランドと品質の復活とさらなる発展に向けた行動を起こす。

※地場零細産業の事業再構築は重要なテーマです。地域企業や支援機関の経営指導員やア
ドバイザーの方々にとっても参考になります。

14:30～ 休憩

14:40～ ケーススタディ２『5-1 創業期を支えた知財戦略』
新製品の販売代理を大手商社に打診するも、独占販売権を条件に持ち出され断念。自ら

営業を行うことを決意し、STP分析やSWOT分析等を通して知財戦略を見直す。

※創業、第2創業において市場分析を通して知財活用を図ることは計画経営の第1歩となり
ます。経営指導員やアドバイザーの方々にとっても地域企業とともに経営を考えていく
きっかけとなるテーマです。

15:20～ 全体質疑応答・まとめ

～15:30 セミナー終了


